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ー
寛
永
六
年
1

安　
藤
　
武
　
彦

寛
永
五
年

（
一
六
二八
）
戊
辰
　
七
十
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
弛
何
　
鶯
の
籠
に
し
竹
を
ね
く
ら
か
な

〇十
一
月
、
徳
元
、
東
下
す
。
武
州
江
戸
の
「
俳
詣
に
す
き
給
へ
　
　
　
　
第
三
　
餅
何
　
春
の
日
も
め
く
る
や
牛
の
花
車

　る
人
々
」
の
所
望
に
よ
っ
て
、
『
徳
元
独
吟
千
句
』
が
成
る
。
　
　
　
　
第
四
　
高
何
　
一
声
や
く
ち
く
に
い
ふ
郭
公

　『
塵
塚集
』
上
巻
に
は
そ
の
各
百
韻
の
発
句
の
み
を
記
す
。
又
　
　
　
　
第
五
　
何
薄
　
涼
し
さ
の
あ
た
ヘ
ハ
金
の
扇
か
な
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
『

徳
元
俳
譜紗
』
に
も
一
部
分
が
収
録
。
そ
の
後
、
徳
元
は
そ
　
　
　
　
第
六
　
向
何
　
露
分
て
ふ
む
す
ね
は
き
の
花
野
哉
　
　
　
　
　
　
　
一

　
の
ま
ふ
江
戸
に
定
住
を
し
な
い
で
、
翌
六
年
春
一
旦
帰
京
し
　
　
　
　
第
七
　
髪
何
　
雲
は
ら
ふ
嵐
や
月
の
か
ふ
み
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
て

　た
。
因
み
に
、
　
『
関
東
下
向
道
記
』
の
奥
書
「
寛
永
五
年
十
二
　
　
　
　
第
八
　
何
鮮
　
立
田
川
や
紅
く
ふ
る
も
み
ち
鮒

　月
廿
六
日
」
は
「
寛
永
六
年
」
の
誤
り
で
、
徳
元
の
記
憶
ち
が
　
　
　
　
第
九
　
何
袋
　
口
切
に
し
く
れ
を
し
ら
ぬ
青
茶
哉

　
い

から
く
る
誤
記
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
　
帷
何
　
武
蔵
野
の
雪
こ
ろ
は
し
か
富
士
の
嶽

　口
『
千
句
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
　
魚
鳥
　
こ
ふ
り
に
と
す
き
う
つ
す
ひ
を
の
網
代
哉

　
　巻
頭
の
年
記
は
「
寛
永
五
年
十
一
月
吉
日
」
。
以
下
、
各
百
　
　
　
　
（
自
奥
）

　
　韻
の
発
句
の
み
を
挙
ぐ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
千
句
ハ
一
と
せ
武
州
江
戸
へ
ま
か
り

　
　第
一
　
鎌
何
　
鑓
梅
の
散
し
か
ふ
れ
る
こ
た
ち
か
な
　
徳
元
　
　
　
　
け
る
頃
は
い
か
い
に
す
き
給
へ
る
人
ζ
に



浅
か
ら
す
馴
た
て
ま
つ
る
こ
と
の
次
而
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
末
喬
斎
藤
徳
潤
の
識
語
）

旅宿
の
な
く
さ
ミ
か
て
ら
ひ
と
り
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
御
千
句
は
遠
祖
従
五
位
尉

すし
て
見
よ
な
ん
と
な
り
愚
意
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
斉
宮
頭
入
道
徳
元
公
み
つ
か
ら

及
か
たき
事
な
り
と
ふ
か
く
い
な
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
せ
給
ひ
て
家
に
伝
り
け
る
を
予

ぬ
れと
し
ゐ
て
の
た
ま
ひ
け
れ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
人
高
橋
思
孝
書
う
つ
し
度

よ
き
所
な
く
て
終
に
鵜
笑
の
種
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
懇
望
い
な
ひ
か
た
う
て

な
り
ぬ
よ
の
つ
ね
の
い
ひ
捨
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
し
け
る
に
明
和
九
年
二
月
廿
九
日

た
か
ひ書
と
ム
め
ぬ
れ
は
さ
し
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
に
彼
亭
に
て
焼
失
言
語
道
断

遠輪
廻
に
す
く
は
り
て
ま
れ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
事
な
り
是
ハ
か
ね
て
う
つ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

おも
ひ
よ
る
一
ふ
し
有
と
い
へ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
と
こ
ろ
也
　
御
言
の
葉
ハ
残
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

そ
れ
さ
へ
か
な
ハ
す
追
加
の
百
韻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
と
も
御
筆
を
ほ
ろ
ほ
し

め

つら
し
く
も
や
と
魚
鳥
の
名
を
」
砧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
こ
と
か
へ
す
く
い
は
ん
方
」
繍

な
ら
へ
ん
と
か
ふ
つ
ら
ヘ
ハ
生
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し
思
孝
ハ
か
ひ
な
き
命

二句
の
外
つ
ふ
き
侍
ら
ん
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
か
れ
出
て
只
此
事
を
お
そ
れ

い

か
ふ
と
お
も
ひ
そ
の
名
を
か
く
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
し
ふ
御
筆
に
て
我
世
ま
て

立
入
け

れ
は
ふ

せ
や

に
生
ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
り
た
る
と
い
ふ
こ
と
斗
も

は
ふ
木
ミ
と
な
ん
人
は
お
も
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
に
残
さ
ん
と
し
る
し
置

給
ふ

へく
や
　
　
　
　
　
　
　
L
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
也

徳

元

年
譜
稿



徳

元
年
譜
稿

　
　
　
　
　
　
　斉
藤
徳
潤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
千
句
の
内
容
は
、
従
来
全
く
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た

　
　明
和
九
年
三
月
　
　
在
判
」
躬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
け
で
は
な
く
、
部
分
的
に
は
諸
書
に
散
見
す
る
。
例
へ

口

『
塵
塚
誹
譜集
』
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
『
塵
塚
誹
譜
集
』
（
笹
野
堅
氏
編
・
『
斎
藤
徳
元
集
』
所
収
）

　
　同
年
（
※
寛
永
五
年
）
の
霜
月
、
於
二
武
州
一
江
戸
人
々
御
所
　
　
　
　
　
に
本
千
句
の
各
百
韻
の
発
句
を
記
し
、
　
「
同
年
（
寛
永
五

　
　
望
に
ょ
り
て
、
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
千
句
の
発
句
　
　
　
　
　
　
　
年
六
月
末
昌
琢
と
共
に
有
馬
温
泉
に
遊
ん
だ
年
を
さ
す

　
　第
一
　
鑓
梅
の
ち
ら
し
か
ふ
れ
る
こ
だ
ち
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
）
の
霜
月
於
武
州
江
戸
人
々
御
所
望
に
よ
り
て
つ
か
ふ

　
　
　
　　
（
以
下
、
略
。
前
記
『
徳
元
独
吟
千
句
』
ト
同
ジ
）
　
　
　
　
ま
つ
り
し
千
句
の
発
句
」
と
前
書
き
し
て
ゐ
る
。
管
見
の

　
『斎
藤
徳
元
独
吟
千
句
』
は
す
で
に
森
川
昭
氏
に
よ
っ
て
昭
　
　
　
　
　
限
り
に
於
い
て
は
、
そ
の
全
体
の
伝
本
の
存
す
る
こ
と
を

和
舟
四

年
八月
に
、
未
刊
連
歌
俳
諮
資
料
（
俳
文
学
会
刊
）
の
　
　
　
　
　
知
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
東
大
本
は
虫
損
が
甚
し
く
、
判
読
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

一
冊と
し
て
解
説
を
付
し
て
翻
刻
せ
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
私
も
　
　
　
　
　
困
難
な
個
所
が
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

亦
、
原
本
を
実
見
ず
み
で
は
あ
る
が
、
内
容
の
概
略
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
巻
末
の
斎
藤
徳
潤
の
識
語
に
ょ
り
、
本
書
の
伝
来
は
明

は
いま
は
氏
の
解
説
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
書
誌
は
左
の
通
　
　
　
　
　
ら
か
で
あ
る
。
又
こ
の
識
語
に
よ
り
、
徳
元
の
子
孫
が
明

り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
の
頃
生
存
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
も
珍
し
い
こ

　
　
　
東
大図
書
館
蔵
。
横
本
の
写
本
一
冊
。
縦
二
一
・
五
、
　
　
　
　
　
と
か
と
思
ふ
。

　
　横
一
五
・
ニ
セ
ン
チ
。
全
体
四
九
枚
、
う
ち
白
紙
一
枚
。
　
　
　
　
識
語
を
書
き
留
め
た
末
畜
の
斎
藤
徳
潤
に
つ
い
て
は
慶
長
元

　
　
表
裏
表
紙各
一
枚
。
表
紙
も
本
文
と
同
質
の
紙
で
、
そ
の
　
　
年
（
3
8
歳
）
の
条
の
〈
註
1
＞
で
略
記
し
た
が
、
い
ま
改
め
て

　
　左
肩
に
「
千
句
」
と
墨
書
。
題
螢
は
な
い
。
一
頁
概
ね
十
　
　
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
千
四
百
七
、
斎
藤
氏
（
第
2
1
冊

　
　
四行
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
）
の
条
か
ら
掲
出
し
て
お
く
。



●
利
武
1
●
利
矩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
曽
孫
斎
藤
徳
潤
利
益
に
此
事
問
し
に
　
其
時
当
国
に
下
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

°

［薙
　
　
　
　
　
　
－
　
今
の
伝
馬
町
馬
喰
町
の
わ
た
ζ
住
し
と
そ
そ
の
所
未

　
　熊
三
郎
　
致
仕
号
徳
潤
　
母
は
幸
賀
某
が
女
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
宗
）

享
保
十
三
年
十月
十
五
日
は
じ
め
て
有
徳
院
殿
に

ま
み
え
た
て
ま
つ
り
、
十
四
年
四
月
四
日
遺
跡
を

継
、
明
和
四
年
八
月
四
日
致
仕
す
。
安
永
七
年
七

月
十
六
日
死
す
。
年
六
十
八
。
法
名
徳
潤
。

　
　
詳　
と
答
へ
し

と
語
っ
て
い
る
。
本
千
句
の
史
的
評
価
に
つ
い
て
も
同
じ
く
森

川
氏
は
、
　
「
又
千
句
形
式
の
連
句
に
し
て
、
そ
の
全
容
を
知
り

得
る
も
の
と
し
て
は
『
守
武
千
句
』
に
次
ぐ
も
の
で
、
初
期
連

句
の

典
型と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
」
（
稿
本
・
徳
元
年
譜
）

　
徳潤
は
正
徳
元
年
に
生
ま
れ
識
語
の
明
和
九
年
三
月
時
は
6
2
　
　
　
と
述
べ
ら
れ
て
、
私
も
亦
賛
成
で
あ
る
。
な
お
、
寛
永
期
の
世

歳
、
隠
居
の
身
分
に
な
っ
て
い
た
。
先
祖
の
徳
元
に
つ
い
て
も
　
　
　
相
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
付
合
が
第
三
・
餅
何
の
巻
名
残
ノ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
心
を
有
し
て
い
た
ら
ミ
同
時
代
の
幕
臣
凱
凝
（
徳
　
折
裏
に
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

元
の

親友
山
岡
景
以
と
は
一
族
で
安
永
九
年
十
一
月
、
5
9
歳
　
　
　
　
（
名
ウ
5
）
か
し
こ
く
も
色
を
か
へ
た
る
く
ろ
船
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ

残
）
著
『
武
蔵
志
料
』
　
（
宝
暦
十
一
年
正
月
三
日
起
筆
。
た
だ
　
　
　
　
（
名
ウ
6
）
何
と
見
付
て
い
き
る
い
き
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
本
写
本
は
「
明
和
七
庚
寅
龍
集
仲
冬
上
旬
吉
旦
」
写
、
内
閣
　
　
　
　
（
名
ウ
7
）
長
さ
き
や
咲
も
残
ら
ぬ
花
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
て

文庫
蔵
本
に
よ
る
）
七
ノ
上
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挙
句
8
）
て
う
す
や
霞
酌
か
は
す
ら
ん

　斎
藤
徳
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
詠
ん
で
い
る
。

　
　寛
永
五
年
十
二
月
　
関
東
下
向
道
記
　
紙
子
き
る
し
は
す
　
　
　
　
さ
て
、
所
望
者
で
あ
る
武
州
江
戸
の
「
俳
譜
に
す
き
給
へ
る

　　
の
比
…
…
（
中
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
」
と
は
、
い
っ
た
い
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
は

　
　今
案
に
此
紀
行
狂
歌
八
十
七
首
発
句
廿
一
句
有
　
今
そ
の
　
　
　
大
胆
な
る
仮
説
で
あ
る
。
自
奥
の
末
に
、

徳
元

年

譜稿



徳
元

年
譜

稿

　
　そ
の
名
（
文
脈
上
か
ら
考
え
れ
ば
魚
鳥
の
名
な
れ
ど
、
こ
　
　
　
　
　
そ
の
原
伏
屋
の
森

　
　
こ
で
は
暗
に
所
望
者
の
名
を
指
す
か
）
を
か
く
し
て
立
入

　
　け
れ
ぽ
ふ
せ
や
に
生
ふ
る
は
ふ
木
々
と
な
ん
人
は
お
も
ひ
　
　
　
と
あ
る
。
　
「
園
原
」
は
、
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
の
地
名
。

　
　
給
ふ
べく
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
城
下
へ
の
街
道
筋
、
阿
知
川
の
ほ
と
り
に
有
之
。
飯
田
城

と
あ
る
が
、
右
の
傍
線
部
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
、
　
「
園
原
　
　
　
か
ら
は
ま
ふ
近
し
。

　
　
　
　
　
　
　
は
は
む
ゼ

や
伏
屋
に
生
ふ
る
帯
木
の
あ
り
と
て
行
け
ど
あ
は
ぬ
君
か
な
」
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
徳
元
と
親
交
が
あ
っ
た
連
歌
大
名
、
八
雲
軒
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
は
ら

（巻五
）
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。
　
「
園
原
」
は
歌
枕
。
　
『
新
古
　
　
　
坂
安
元
に
つ
い
て
関
連
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。
　
『
寛

今
和
歌
集
』
巻
十
、
璃
旅
に
、
　
「
（
九
一
三
）
信
濃
の
み
さ
か
の
　
　
　
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
九
百
三
十
七
、
脇
坂
氏
（
第
1
5
冊
め
）

か
た

か

き
た
る
絵
に
劇
と
い
ふ
所
に
誇
人
や
ど
り
て
立
の
条
に
嘆
　
　
　
　
　
　
一

ちあ
か
し
た
る
と
こ
ろ
を
／
立
ち
な
が
ら
今
夜
は
明
け
ぬ
園
原
　
　
　
　
●
安
治
ー
●
安
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

や
伏
屋と
い
ふ
も
か
ひ
な
か
り
け
り
〈
藤
原
輔
サ
＞
」
と
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
　
淡
路
守
　
従
五
位
下
　
母
は

従
っ
て
、
奥
書
の
冒
頭
部
分
「
旅
宿
」
の
縁
で
文
末
（
園
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
洞
院
宰
相
某
が
女
。

の

「
ふ
せや
」
な
る
語
が
連
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
　
　
　
　
　
…
…
（
元
和
）
三
年
大
洲
を
転
じ
信
濃
国
伊
奈
郡
、
上
総

『

俳
譜
類
船集
』
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
長
柄
郡
の
う
ち
に
を
い
て
五
万
五
千
石
を
た
ま
ひ
、
信

　
　
フ
セ

　
　
伏
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
濃
国
飯
田
の
城
に
住
す
。
…
…
寛
永
三
年
九
月
又
両
御
所

　
　
　
信
濃

杜

そ
の

原
　
　
　
　
　
　
　
　

（※
秀忠
、
家
光
）
御
入
洛
に
よ
り
雇
従
す
。
（
略
）
承
応
二

　
　
　
は
ふ
木
ふ
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
十
二
月
三
日
飯
田
に
を
い
て
卒
す
。
年
七
十
（
※
天
正

　
　
ハ
ヤ
キ
シ

　
　
箒
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
十
二
年
出
生
）
。
藤
亨
安
元
八
雲
院
（
※
八
雲
院
殿
藤
亨
安
元



　
　
大
居士
）
と
号
す
。
妙
心
寺
の
隣
花
院
に
葬
る
。
…
…
（
7
1
　
　
　
　
　
そ
悲
し
き

　
　頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
哀
惜
の
様
は
大
久
保
幸
信
（
忠
隣
四
男
、
寛
永
五
年
赦
免

と
あ
る
。
園
原
は
信
濃
飯
田
城
主
安
元
の
所
領
地
で
あ
っ
た
の
　
　
　
ア
リ
テ
旧
知
二
千
石
、
寛
永
十
九
年
六
月
5
6
歳
残
）
の
追
悼
歌

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
詞
書
に
も
詳
細
に
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
安
元
母
ー
園
原
ー
安
元
。
脇
坂
安
元
著
『
八
雲
愚
草
』
　
　
　
　
　
　
時
を
感
し
て
ハ
花
鳥
に
な
ミ
た
を
そ
ふ
く
た
く
い
、

（
金
井
寅
之
助
編
著

『

八
雲
軒脇
坂
安
元
資
料
集
』
所
収
、
和
泉
書
院
　
　
　
　
　
　
お
り
に
ふ
れ
こ
と
に
渡
り
て
な
き
に
あ
ら
ね
と
も
、

刊
）
に
よ
れ
ば
、
淡
路
守
安
元
の
母
玄
昌
院
は
西
洞
院
宰
相
時
　
　
　
　
　
　
　
逝
水
か
へ
ら
す
、
に
は
た
す
ミ
に
う
つ
る
月
の
か
け

当
が
娘
、
寛
永
十
六
年
四
月
十
七
日
に
八
十
五
歳
を
も
っ
て
所
　
　
　
　
　
　
　
と
ふ
む
へ
き
世
に
し
あ
ら
す
。
儂
に
脇
坂
氏
安
元
と

領

地
たる
信
州
飯
田
城
内
に
於
て
病
残
。
片
山
勝
「
脇
坂
安
元
　
　
　
　
　
　
　
云
人
あ
り
。
才
か
し
こ
く
身
に
な
す
へ
き
わ
さ
は
い
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

の

母
に
つ
い
て
」
（
『
伊
那
』
一
九
五
八
・
八
月
号
所
収
）
、
ほ
か
に
　
　
　
　
　
　
ふ
に
や
ハ
を
よ
ふ
、
や
ま
と
も
ろ
こ
し
の
代
ミ
の
ふ
　
　
　
↓

『

下
伊
那史
』
第
七
巻
を
参
照
。
折
し
も
安
元
は
、
す
で
に
寛
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
に
思
ひ
を
そ
め
、
定
ま
れ
る
五
の
典
も
肝
ふ

永
十
五
年
九
月
よ
り
駿
府
城
の
警
営
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
も
　
　
　
　
　
　
　
か
く
、
あ
る
ハ
和
国
の
風
雅
に
さ
へ
心
を
の
へ
、
詞

と
よ
り
安
元
は
孝
子
の
心
ざ
し
や
切
で
、
左
の
如
き
悼
歌
を
詠
　
　
　
　
　
　
　
花
言
葉
そ
の
根
ふ
か
く
其
葉
し
け
れ
る
人
な
む
お
ハ

ん

で
いる
（
上
巻
⊥
一
三
二
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
け
る
。
い
に
し
と
し
三
冬
の
始
よ
り
、
駿
府
の
警

　
　
　
　
卯月
十
七
日
に
母
の
身
ま
か
り
け
る
と
て
、
足
を
そ
　
　
　
　
　
　
　
営
に
命
せ
ら
れ
て
、
此
所
に
い
た
り
ぬ
。
予
も
又
鴎

　
　
　
　ら
に
し
て
、
十
九
日
に
駿
河
の
国
へ
告
来
り
侍
り
け
　
　
　
　
　
　
鷺
の
盟
を
な
し
つ
ム
、
鵬
鵬
の
交
こ
れ
な
む
と
お
も

　
　
　
　る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
か
ら
も
、
朝
夕
と
ふ
ら
ハ
れ
し
情
に
、
を
の
つ

　
　き
の
ふ
ま
て
千
世
も
と
い
の
る
た
ら
ち
め
の
永
き
別
を
聞
　
　
　
　
　
　
か
ら
か
た
ち
を
忘
れ
漆
膠
の
約
を
な
し
、
し
た
し
、
ミ

徳
元

年
譜
稿



徳

元

年

譜

稿

を
菰
葛
に
頼
ミ
あ
へ
り
。
さ
る
に
彼
慈
母
お
ハ
し
き
。
　
　
　
　
　
も
け
ふ
り
に
な
し
給
へ
と
云
事
し
か
り

本
よ
り
此
人
孝
子
の
心
さ
し
せ
つ
な
る
ゆ
へ
、
よ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
幸
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘

つ
ね
の
別
さ
へ
お
し
か
の
つ
の
ふ
つ
か
の
ま
も
志
か
　
　
　
　
　
柞
原
な
け
き
の
本
ハ
秋
ま
た
て
木
の
葉
の
上
に
を
け
る
白

たく
お
も
ハ
れ
け
れ
と
、
い
さ
な
ふ
に
力
な
く
、
知
　
　
　
　
露

所
に
残
し
置
給
ふ
。
し
か
あ
る
に
、
三
伏
の
夏
立
比
　
　
　
　
信
濃
な
る
そ
の
は
ふ
木
ζ
の
な
く
て
世
の
あ
ハ
ぬ
た
め
し

よ
り
起
居
例
な
ら
ぬ
と
つ
け
来
り
け
れ
は
、
く
れ
ま
　
　
　
　
　
を
さ
そ
歎
ら
ん

と
ふ
心
の
あ
ま
り
、
物
に
あ
た
れ
る
心
地
し
て
、
ひ
　
　
　
対
す
る
に
安
元
も
亦
、
長
文
の
詞
書
で
も
っ
て
応
え
、
前
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

と
へ
に
身
に
か
ハ
ら
ん
と
い
の
り
、
医
療
さ
ま
く
　
　
　
『
新
古
今
』
を
本
歌
と
す
る
悼
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

を

つε
給
へ
ζ
八
＋
年
あ
ま
り
五
の
と
し
に
し
　
あ
ハ
ぬ
諾
ぽ
ひ
か
な
し
き
怠
肇
誓
も
と
ハ
て
　
●

て
、
卯
月
十
七
日
に
終
焉
な
り
し
ハ
、
夢
路
に
こ
と
　
　
　
　
き
ゆ
る
は
ふ
木
ム
（
二
三
四
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

な
ら
す
そ
侍
り
け
る
。
此
人
孝
を
つ
く
し
給
ふ
を
き
　
　
　
と
。
実
は
、
安
元
も
『
古
今
和
歌
六
帖
』
を
所
蔵
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
す
く
い
し
ゅ
う

く
に
、
曽
子
の
跡
を
た
つ
ね
、
黄
童
か
床
の
枕
を
あ
　
　
　
の
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
ば
榊
原
忠
次
著
『
一
掬
集
』
第
一
冊

ふき
し
た
く
ひ
、
お
ほ
か
め
り
。
此
こ
ゑ
の
か
な
し
　
　
　
め
、
正
保
二
乙
酉
年
（
※
忠
次
、
4
1
歳
）
の
く
だ
り
に
、

ミ
を
き
く
に
、
さ
て
も
そ
や
寄
う
た
ハ
ぬ
た
め
し
、
　
　
　
　
　
　
脇
坂
淡
路
守
安
元
よ
り
古
今

こ
と
に
出
す
音
に
た
て
す
、
し
つ
ミ
し
る
と
も
、
し
　
　
　
　
　
六
帖
と
い
ふ
歌
書
を
か
り
う

s
ま
も
又
ほ
い
に
ハ
あ
ら
す
と
、
ね
ん
し
い
ひ
て
、
　
　
　
　
　
つ
し
て
返
し
つ
か
ハ
す
つ
い
て
に

柳も
余
哀
を
と
ふ
ら
ハ
む
と
、
筋
な
き
三
首
の
蜂
腰
　
　
　
　
　
筆
の
あ
と
あ
れ
は
こ
そ
し
れ
古
も

を

綴り
て
、
か
き
や
り
す
つ
る
こ
と
に
な
む
。
こ
れ
　
　
　
　
今
も
六
種
の
歌
の
す
か
た
は



　
　
　
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
う
か
。
当
代
知
る
人
は
知
る
ぞ
か
し
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
翌
々

　
　む
へ
な
る
や
い
に
し
へ
今
の
言
の
葉
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
年
二
月
三
日
に
は
、
在
江
戸
鍋
丁
の
安
元
邸
に
於
て
連
歌
会

　
　
六
の

種
を
し
君
か
と
れ
し
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
催
さ
れ
て
徳
元
は
出
座
、
以
後
た
び
た
び
同
座
し
た
。
敢
え

と
見
え
て
い
る
。
仏
教
大
学
教
授
竹
下
喜
久
男
氏
の
ご
教
示
に
　
　
　
て
仮
説
を
試
み
て
お
く
。

よ
れ
ば
、
　
『
一
掬
集
』
は
榊
原
家
文
書
（
※
榊
原
政
春
氏
蔵
）
の

一
本
で
枡
形
写
本
全
三冊
、
文
雅
の
譜
代
大
名
、
舘
林
城
主
侍
　
　
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
己
巳
　
七
十
一
歳

従
忠
次
が
寛
永
五
年
正
月
と
き
に
2
4
歳
の
歳
旦
詠
を
巻
頭
に
、
　
　
〇
三
月
二
十
日
、
徳
元
は
す
で
に
帰
京
し
て
こ
の
日
、
八
条
宮
御

寛
文
五
年
三
月
廿
九
日
6
1
歳
残
時
の
辞
世
歌
に
至
る
ま
で
の
歌
　
　
　
所
に
昌
侃
・
玄
陳
・
宗
順
・
慶
純
等
と
共
に
伺
候
し
、
見
舞
っ

集
で
あ
・
ち
嗣
子
政
房
編
な
お
榊
原
忠
次
は
藁
＋
八
　
ち
西
洞
院
時
慶
も
見
舞
駕
（
※
追
記
H
参
照
）
　
　
　
炉

年
二
月
廿
五
日
に
賦
何
路
連
歌
を
興
行
（
※
榊
原
家
文
書
。
拙
稿
　
　
口
『
時
慶
卿
記
』
寛
永
六
年
春
三
月
大
二
十
日
の
条
　
　
　
　
　
　
↓

「
『

誹譜
初
学
抄
』
以
後
の
徳
元
連
歌
な
ど
ー
榊
原
家
蔵
懐
紙
に
見
る
最
　
　
　
　
　
一
、
八
条
殿
へ
参
入
一
時
斗
伺
候
　
自
禁
裏
御
使
時
直
也

晩
年
期
ー
」
を
参
照
）
、
徳
元
も
出
座
し
第
五
句
め
を
詠
ん
で
い
　
　
　
　
　
随
庵
モ
後
二
見
舞
也
　
昌
侃
　
玄
陳
　
宗
順
　
慶
純
　
徳

る
。
『
誹
譜
初
学
抄
』
が
成
立
し
て
ち
ょ
う
ど
一
ケ
月
後
で
あ
　
　
玄
島
ノ
藤
左
衛
門
入
道
自
庵
等
候
後
二
御
詠
被
見
候

っ
た
。
竹
下
教
授
に
深
謝
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
十
五
）

　
す
れば
、
徳
元
が
奥
書
の
末
に
さ
り
げ
な
く
書
き
留
め
た
　
　
　
口
野
間
先
生
、
前
掲
論
考
参
照
。

「

伏
屋
に

生
ふ
る
帯
木
」
と
は
、
「
園
原
や
伏
屋
」
を
暗
示
し
、
　
　
　
桂
光
院
一
品
式
部
卿
宮
智
仁
親
王
は
三
月
五
日
に
ご
発
病

そ

れ
は
大名
間
に
“
孝
子
”
と
し
て
灰
聞
さ
れ
る
親
交
の
脇
坂
　
　
　
（
『
時
慶
卿
記
』
）
、
以
後
そ
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
写
本
『
桂
光

淡
路守
安
元
宛
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
　
　
　
院
殿
い
た
み
』
　
（
里
村
昌
琢
編
）
に
収
録
さ
れ
る
高
松
宮
好
仁

徳

元

年

譜
稿



徳

元

年

譜

稿

親
王
の
、
桂
光
院
四
十
九
日
忌
追
善
歌
の
｝
9
0
書
中
に
、
　
　
　
　
　
　
正
に
八
条
宮
御
所
の
サ
ロ
ン
を
髪
露
と
さ
せ
る
追
善
集
。

　
　桂
光
院
弥
生
の
十
余
日
よ
り
例
な
ら
ぬ
御
け
し
き
あ
り
し
　
　
　
　
そ
の
後
の
、
親
王
の
病
勢
は
、
谷
澤
尚
一
氏
作
成
の
「
三
江

　
　
かと
も
　
か
つ
く
を
こ
た
り
さ
ま
に
み
へ
さ
せ
た
ま
ひ
　
　
　
紹
益
略
年
譜
（
抄
）
」
（
昭
4
7
．
1
0
．
2
8
、
俳
文
学
会
全
国
大
会
研
究

　
　し
を
　
い
か
に
そ
や
　
ま
た
お
な
し
き
月
の
す
ゑ
つ
か
た
　
　
　
発
表
資
料
）
寛
永
六
年
四
月
の
条
を
見
れ
ば
、

　
　よ
り
な
や
み
ま
さ
ら
せ
た
ま
ひ
て
　
つ
ゐ
に
卯
月
の
は
し
　
　
　
　
四
、
一
　
△
西
洞
院
時
慶
、
八
条
御
殿
に
伺
候
。
半
井
成
信

　
　
め
の

七日
に
な
か
き
別
と
な
り
た
ま
ふ
を
お
し
ま
ぬ
も
な
　
　
　
　
　
　
　
　
と
慶
友
に
会
う
。
　
（
時
慶
卿
記
）

　
　
か

り
け
る
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
き
て
ハ
心
も
か
ろ
し
夏
衣
色
（
智
仁
親

と
記
さ
れ
る
。
病
名
は
昌
琢
の
追
善
記
に
、
　
「
い
に
し
三
冬
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
）

す
へ
つ
か
た
武
州
江
戸
に
有
し
に
　
一
品
宮
桂
光
院
殿
御
腫
物
　
　
　
　
　
　
　
若
葉
の
色
の
い
さ
き
よ
き
庭
　

昌
侃
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

を

い

たく
な
や
ま
せ
た
ま
ふ
よ
し
き
こ
へ
し
か
は
云
々
」
（
『
桂
　
　
　
　
　
　
　
　
時
鳥
軒
端
の
山
二
声
き
ふ
て
　
　
東
（
良
恕
法
　
　
　
ゴ

光
院

殿
い
たみ
』
に
収
録
）
と
あ
り
、
徳
元
も
同
様
に
記
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
王
）

いる
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
れ
は
悪
性
の
腫
瘍
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
三
　
△
親
王
、
重
態
に
陥
る
。
　
（
同
）

　
『

桂
光
院
殿
い
た
み
』
は
八
条
宮
と
風
交
深
き
昌
琢
が
編
集
　
　
　
と
い
う
風
に
好
転
は
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
な
お
谷
澤
氏
の
論

の

追善
集
で
あ
る
。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
。
図
書
番
号
、
　
　
　
考
「
徳
元
と
三
江
紹
益
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
第
四
十
四
号
所
収
）

松
一
三
二
ー
1
3
。
大
写
本
一
冊
。
雷
文
に
牡
丹
唐
草
模
様
空
押
　
　
を
も
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

し
の
表
紙
。
収
録
さ
れ
る
諸
家
は
前
掲
の
高
松
宮
を
始
め
、
沙

門良
恕
・
隠
隻
英
侃
・
烏
丸
光
広
・
阿
野
実
顕
・
水
無
瀬
氏
　
　
○
春
、
こ
の
頃
か
。
　
『
貞
徳
永
代
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
江
戸

成
・
西
洞
院
入
道
円
空
（
時
慶
）
、
そ
し
て
巻
末
は
昌
琢
で
、
　
　
　
よ
り
徳
元
・
石
田
未
得
（
未
徳
）
が
、
堺
よ
り
云
也
ト
養
・
慶



友
ト
養
が
、
大
坂
よ
り
津
田
休
圃
ら
が
上
京
し
て
、
貞
徳
発
句
　
　
　
　
　
右
之
百
韻
の
写
し
、
山
本
西
武
に
あ
り
し
を
写
し
て
、
此

にょ
る
百
韻
俳
詣
の
会
に
出
座
す
、
と
言
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
面
八
句
を
書
付
侍
る
。
（
巻
之
一
ー
夷
中
誹
士
の
事
）

口

『貞
徳
永
代
記
』
（
松
月
庵
随
流
著
、
元
禄
五
年
三
月
刊
）
　
　
　
　
　
口
森
川
昭
氏
「
半
井
ト
養
年
譜
」
（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
3
0

　
　
誹
譜
諸国
に
ひ
ろ
ま
り
、
軽
ロ
の
誹
士
数
多
有
け
り
。
江
　
　
　
　
『
ト
養
狂
歌
絵
巻
』
収
録
、
昭
6
0
．
5
刊
）

　
　戸
よ
り
徳
元
・
未
得
上
京
し
て
貞
徳
に
ま
み
へ
、
弟
子
に
　
　
　
寛
永
五
年
の
条

　
　
成け
れ
ば
、
大
坂
・
堺
は
も
と
よ
り
、
発
句
・
百
韻
な
ど
　
　
　
〇
八
、
九
月
頃
、
父
云
也
と
と
も
に
「
慶
友
」
の
名
で
貞
徳

　
　
の
ぼ
せて
、
貞
徳
へ
批
点
頼
み
け
り
。
依
レ
之
点
者
許
免
　
　
　
　
　
ら
と
京
都
で
一
座
、
百
韻
成
る
（
『
貞
徳
永
代
記
』
、
研
究
・
三

　
　
の印
に
と
て
、
貞
徳
翁
の
発
句
を
申
請
、
京
・
江
戸
・
伊
　
　
　
　
　
五
頁
）
。
こ
の
会
と
顔
ぶ
れ
が
多
く
重
な
る
連
句
作
品
が
伝

　
　勢
・
大
坂
・
堺
、
名
あ
る
点
者
共
一
巡
を
し
て
百
韻
成
就
　
　
　
　
　
存
す
る
。
昭
和
五
十
年
十
一
月
東
京
古
典
会
の
入
札
目
録
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5

　
　せり

。
其
時
の
発
句
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
見
え
る
も
の
で
、
や
や
横
長
の
懐
紙
と
お
ぼ
し
く
、
左
　
　
　
↓

　
　
　
　京
田
舎
言
葉
の
花
の
幾
め
ぐ
り
　
　
　
　
貞
徳
　
　
　
　
　
方
に
月
を
描
き
「
探
幽
斎
筆
（
印
）
」
と
あ
り
、
右
方
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
斉
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　
　
　
　
　
そ

だ
ち

がら
こ
そ
な
ま
れ
鶯
　
　
　
　
徳
元
　
　
　
　
　
　
　
窓
の
前
に
咲
や
好
文
ぼ
く
の
花
　
　
　
　
長
頭
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
戸

　
　
　
　蝶
の
舞
誰
を
師
匠
に
習
ふ
ら
ん
　
　
　
　
　
未
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
鶯
の
声
き
く
め
石
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺

　
　
　
　
　
　
かげ
日
な
た
な
く
て
ら
す
朝
ひ
ご
　
　
ト
養
　
　
　
　
　
　
　
泉
水
に
つ
y
く
雪
間
ハ
谷
か
け
て
　
　
　
　
徳
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　海
こ
し
の
山
は
そ
な
た
の
物
に
し
て
　
　
　
慶
友
　
　
　
　
　
　
　
落
る
な
が
れ
の
つ
め
た
き
の
末
　
　
　
　
成
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂

　
　
　
　
　
　
乗り
心
よ
き
舟
の
自
由
さ
　
　
　
　
　
空
存
　
　
　
　
　
　
　
百
出
し
の
金
の
土
器
ほ
ど
ふ
ら
し
　
　
　
　
休
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
隣
から
隣
へ
月
も
う
ら
伝
ひ
　
　
　
　
　
　
休
圃
　
　
　
　
　
　
と
各
自
筆
で
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
せ
山
田

　
　
　
　
　
　
お
なじ
か
し
屋
の
秋
の
夕
ぐ
れ
　
　
　
望
一
　
　
　
　
　
　
　
（
※
好
文
木
－
梅
の
異
名
）

徳

元

年

譜

稿



徳
元
年
譜
稿

口
『
紅
梅
千
句
』
（
貞
徳
ら
作
、
北
村
季
吟
践
、
承
応
二
年
正
月
成
、
　
　
京
」
は
辻
褄
が
合
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
「
貞
徳
ら
と
京

　明
暦
元
年
五
月
刊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
で
一
座
、
百
韻
成
る
」
を
本
年
春
の
成
立
と
し
て
お
き
た

　
季
吟
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
森
川
氏
は
「
寛
永
五
年
八
、
九
月
頃
」
と
し
て
お
ら
れ

　
　
　
　
　
　
は
い
か
い
れ
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

　
　右
ち
呈
の
誹
譜
連
歌
は
、
な
に
が
し
友
仙
先
生
た
め
有
て
　
　
　
る
。

　
　
も
よ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
き
む
　
　
ら
う
を
う

　
　催
し
給
へ
る
也
。
た
め
と
は
何
の
た
め
ぞ
。
花
咲
の
老
翁

　
　
　
こ
の
　
　
　
を
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
し
も
ぺ

　
　
は

此道
の
長
に
い
ま
せ
ぽ
、
あ
め
の
し
た
の
か
み
中
下
部
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
制
作
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
『
歴
代
滑
稽
伝
』

　
　
　
　
そ
の
ふ
う
仰
　
　
　
　

石

　

亀

　
　ま
で
其
風
を
あ
ふ
ぎ
、
そ
の
流
れ
を
く
む
事
、
い
し
が
め
　
　
　
に
ょ
れ
ぽ
牡
丹
花
肖
柏
の
末
と
し
て
徳
元
・
ト
養
・
玄
札
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
　
　
　
　
蝿
　
　
き

　
　
の

龍
に
す
がり
、
う
し
ば
へ
の
蹟
に
つ
け
る
が
ご
と
し
。
　
　
　
三
吟
が
成
る
、
と
言
う
。
場
所
は
慶
友
卜
養
の
宅
か
。

　
　

僻
静
゜
徽
冠
の
と
も
が
ら
・
陪
灘
゜
謹
」
ち
な
ど
遠
き
さ
か
　
　
　
口
『
歴
代
滑
稽
伝
』
（
許
六
撰
、
正
徳
五
年
九
月
践
刊
）
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　ひ
を
こ
え
て
、
漏
搬
を
ま
か
せ
鵠
煎
を
こ
ひ
ね
が
へ
り
。
　
　
　
　
　
一
堺
の
慶
友
、
江
戸
の
玄
札
・
徳
元
は
同
時
の
作
者
に
し
　
　
　
↓

　因
み
に
右
季
吟
の
祓
文
が
成
っ
た
の
は
承
応
二
年
六
月
で
あ
　
　
　
　
　
　
て
、
牡
丹
花
の
末
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
吟

　る
（
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳
譜
編
3
9
の
拙
稿
解
題
）
。
ま
だ
貞
　
　
　
　
　
　
　
夏
の
季
の
さ
か
ひ
に
き
か
む
時
鳥
　
　
徳
元

　
徳
が
在世
の
頃
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
を
う
つ
木
の
花
に
待
友
　
　
　
慶
友

　
百韻
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
貞
徳
発
句
な
ら
び
に
徳
元
　
　
　
　
　
　
　
き
れ
ゐ
に
も
庭
の
垣
根
の
掃
除
し
て
　
玄
札

の

脇句
が
共
に
春
季
で
あ
る
こ
と
。
　
「
江
戸
よ
り
徳
元
・
未
得

上
京
し
て
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
寛
永
五
年
冬
十
一
月
　
　
〇
四
月
五
日
、
徳
元
は
八
条
宮
御
所
に
伺
候
し
、
見
舞
っ
た
。

徳
元
東下
、
そ
し
て
翌
春
い
っ
た
ん
京
都
へ
帰
っ
て
い
る
こ
と
　
　
　
口
『
塵
塚
集
』
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ぼ
ん
し
き
ぷ

を

指
す
の
か
。
か
く
の
如
く
に
解
す
れ
ぽ
「
江
戸
よ
り
徳
元
上
　
　
　
　
　
卯
月
五
日
ば
か
り
に
、
一
品
式
部
八
条
宮
腫
物
を
い
と
い



　
　
たう
な
や
み
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
ま
か
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
な
い
。
容
態
の
急
変
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
め

で
た
し
や
き
よ
く
や
は
ら
ぐ
空
の
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ぽ
、
句
意
は
親
王
の
発
句
に
照
応
す

　
　
　
　
五月
雨
に
水
や
ま
さ
り
て
今
出
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
ら
、
容
易
に
理
会
で
き
る
し
、
矛
盾
も
氷
解
す
る
。

口
谷
澤
尚
一
氏
「
徳
元
と
三
江
紹
益
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
元
句
の
前
書
中
「
腫
物
」
に
は
「
晴
れ
」
の
意
を
懸
け
、
そ

　
　
　し
か
る
に
親
王
は
、
四
月
三
日
頃
か
ら
全
く
危
篤
状
態
　
　
　
れ
は
「
め
で
た
し
や
」
句
の
下
五
「
空
の
色
」
に
、
す
な
わ
ち

　
　
に
陥
入り
、
一
般
の
面
会
は
許
さ
れ
な
い
。
斯
様
な
状
況
　
　
　
う
す
き
青
色
、
晴
れ
た
る
空
の
如
き
色
の
意
に
照
応
す
る
。
な

　
　
を併
せ
考
え
る
と
、
右
の
発
句
は
如
何
に
も
不
見
識
と
し
　
　
　
お
「
色
」
は
八
条
宮
の
替
名
で
も
あ
る
。
確
か
に
谷
澤
氏
が
説

　
　
か言
い
よ
う
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
親
王
　
　
　
か
れ
る
如
く
右
徳
元
の
「
め
で
た
し
や
」
の
発
句
は
親
王
の
発

　
　
の発
句
に
よ
り
次
の
三
吟
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句
に
照
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
昌
侃
の
脇
句
「
若
葉
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　け

ふき
て
ハ
心
も
か
ろ
し
夏
衣
　
　
色
　
　
　
　
　
　
　
　
の
色
の
」
と
は
、
夏
着
用
の
襲
の
一
種
で
表
は
青
色
、
裏
は
薄
　
　
　
ゴ

　
　
　
　若
葉
の
色
の
い
さ
き
よ
き
庭
　
　
　
昌
侃
　
　
　
　
　
　
　
青
色
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
時鳥
軒
端
の
山
二
声
き
ふ
て
　
　
　
東

東
は
良
恕
法
親
王
の
替
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
四
月
七
日
、
八
条
宮
智
仁
親
王
亮
去
。
御
年
五
十
一
歳
。
桂
光

　
朔日
は
更
衣
で
あ
っ
た
。
此
朝
、
小
康
を
得
て
親
王
は
　
　
　
院
丘
夫
と
誼
す
る
。
慈
照
院
の
位
牌
に
は
「
桂
光
院
一
品
式
部

発
句
を
詠
ま
れ
、
枕
頭
に
侍
し
て
い
る
昌
侃
が
脇
を
つ
け
　
　
　
卿
宮
尊
儀
」
。
同
月
十
九
日
、
慈
照
院
に
於
い
て
葬
儀
。
御
墓

た
。
こ
れ
を
徳
元
が
伝
え
聞
き
、
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
　
　
　
は
相
国
寺
塔
頭
慈
照
院
（
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

かろ
う
か
。
昌
侃
と
徳
元
は
熟
知
の
間
柄
で
あ
る
。
思
う
　
　
　
相
国
寺
門
前
町
七
〇
三
）
に
あ
り
。

に
、
徳
元
の
発
句
は
祝
意
を
こ
め
て
献
じ
た
も
の
と
し
か
　
　
　
口
『
忠
利
公
御
日
記
写
』
四
月
十
二
日
の
条

徳
元
年
譜
稿



徳

元
年
譜
稿

　
　
八条
ノ
ミ
や
様
去
七
日
二
御
他
界
候
由
岡
部
内
膳
殿
よ
り
　
　
　
の
た
め
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
。
八
条
宮
の
「
御
腫
物
を
い
た

　
　申
来
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
や
ま
せ
た
ま
ふ
よ
し
」
を
知
っ
て
、
急
ぎ
帰
京
の
途
に
つ

口
谷
澤氏
、
前
掲
論
考
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
。
　
『
忠
利
公
御
日
記
写
』
寛
永
六
年
四
月
の
条
（
※
松
平
忠

八
条
宮と
岡
部
内
膳
正
長
盛
と
の
風
交
は
慶
長
末
以
来
続
き
、
　
　
　
利
、
吉
田
在
城
）
に
、

連
歌
の

会
に
一
座
す
る
こ
と
四
度
、
亮
去
の
折
に
も
長
盛
は
京
　
　
　
　
　
廿
二
日
丑
　
昌
琢
江
戸
よ
り
被
登
候

都
に
滞
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
従
っ
て
扶
持
人
（
連
歌
の
衆
　
　
　
　
廿
四
日
卯
雨
降
、
連
歌
候
、
・

ヵ
）
た
る
徳
元
と
も
交
流
が
存
在
し
た
か
も
知
れ
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
も
し
る
し
た
か
し
の
山
の
夏
木
立
　
昌
琢

　さ
て
徳
元
は
、
こ
の
と
き
悼
句
二
句
を
詠
ん
で
い
る
か
。
　
　
　
　
　
　
廿
五
日
辰
　
昌
琢
被
登
候
、
・

　
　此寺
の
ほ
ぞ
ん
か
け
た
か
ほ
と
ふ
ぎ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
日
夜
お
ほ
つ
か
な
か
り
し
に
か
ら
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　つき

が
ね
に
一
こ
ゑ
そ
へ
よ
郭
公
（
『
塵
塚
集
』
上
）
　
　
　
　
　
う
し
て
上
」
り
多
分
、
月
末
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
御
所
近
　
　
　
ゴ

と
。
上
五
「
此
寺
の
」
は
む
ろ
ん
相
国
寺
塔
頭
慈
照
院
を
指
す
　
　
　
く
の
新
在
家
中
ノ
町
の
宅
へ
帰
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の

であ
ろ
う
。
野
間
先
生
は
手
向
と
し
て
、
同
じ
く
『
塵
塚
　
　
　
さ
れ
ど
も
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
六
月
四
日
に
、
御
墓
を
詣
で

集
』
下
ー
夏
に
収
録
さ
れ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
長
文
の
追
善
記
と
百
句
を
手
向
け
た
。
そ
の
折
の
、
も
の
せ

　
　
追
善

　
時鳥
た
父
一
こ
ゑ
よ
な
む
あ
み
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
追
善
記
た
る
前
書
は
『
桂
光
院
殿
い
た
み
』
の
巻
末
に
収
録

な
る
発
句
を
挙
げ
て
は
お
ら
れ
る
が
（
前
掲
論
考
「
仮
名
草
子
　
　
　
さ
れ
る
が
、
寛
永
文
化
圏
の
な
か
で
華
麗
に
振
る
ま
う
八
条
宮

の

作
者
に関
す
る
一
考
察
」
5
1
頁
）
、
私
は
こ
れ
を
一
周
忌
追
　
　
　
智
仁
親
王
像
が
生
き
生
き
と
デ
ッ
サ
ン
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て

善
の
折
か
と
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
に
全
文
を
翻
刻
し
て
お
く
。

　
徳元
の
師
で
法
橋
里
村
昌
琢
は
、
こ
の
と
き
柳
営
連
歌
興
行



㊧

灘
講
線
〆
髪
．
灘
．
、
磯
・
、
、
．
麟
シ
・
鋼
・
灘
．
灘
　
　
灘
灘
麟

徳

元

年
彩
稜



徳

元
年
譜
稿

い

に
し
三
冬
の
す
へ
つ
か
た
武
州
江
戸
に
有
し
に
　
　
　
　
　
　
　
漢
連
歌
な
と
も
よ
を
さ
せ
た
ま
ひ
て
　
其
道
く

一品
宮
桂
光
院
殿
御
腫
物
を
い
た
く
な
や
ま
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
も
か
ら
を
も
め
し
よ
せ
て
　
昼
ハ
終
日
夜
ハ

たま
ふ
よ
し
き
こ
え
し
か
は
　
日
夜
お
ほ
つ
か
な
か
　
　
　
　
　
　
よ
も
す
か
ら
の
御
あ
そ
ひ
た
へ
す
　
又
下
桂
に
別

り
し
に
か
ら
う
し
て
上
り
し
か
は
　
卯
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
業
を
か
ま
へ
さ
せ
た
ま
ひ
て
時
に
つ
け
た
る
花

にえ
さ
ら
ぬ
ミ
ち
に
お
も
む
き
給
ひ
　
後
の
御
わ
さ
L
オ
　
　
　
　
　
の
下
草
を
う
へ
ま
せ
　
一
か
た
に
は
柏
の
わ
た
り

な
と
も
す
き
侍
り
け
れ
は
あ
へ
な
く
て
御
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
う
つ
さ
せ
た
ま
ひ
て
　
三
伏
の
い
と
あ
つ
き
比
ほ
ひ
」
オ

に参
り
拝
み
は
へ
る
に
御
お
も
か
け
の
う
つ
ふ
の
こ
と
く
　
　
　
　
は
人
く
め
し
あ
つ
め
御
前
に
て
さ
か
な
な
と
調

な
り
け
れ
は
な
み
た
お
さ
へ
か
た
き
折
ふ
し
　
蜀
魂
　
　
　
　
　
　
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
流
に
さ
か
つ
き
を
う
か
へ
　
石
上
に

鳴
け
る
も
も
よ
を
し
か
ほ
な
れ
は
是
ま
か
せ
侍
　
　
　
詩
姦
し
歌
を
つ
ら
ね
鑛
け
が
浄
髄
を
さ
し
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
1
5

り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
樟
の
歌
に
心
を
や
り
し
も
　
ひ
く
れ
ぬ
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ほと
ふ
き
す
世
を
お
と
ろ
け
と
鳴
音
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
に
か
へ
り
侍
る
を
し
た
わ
せ
た
ま
ひ
て
　
川
つ
ら

　さ
り
と
も
と
お
も
ひ
く
て
あ
つ
ま
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
く
を
く
り
出
さ
せ
献
を
す
ふ
め
給
ひ
し
も
如
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ

　
か

へり
都
の
夢
そ
か
な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
泡
頼
如
露
亦
如
電
　
生
者
必
滅
の
こ
と
わ
り

　
おも
ひ
き
や
け
に
さ
た
め
な
き
世
に
は
あ
れ
と
L
ウ
　
　
　
　
　
を
ま
ぬ
か
れ
た
ま
わ
ぬ
か
な
し
ひ
　
又
余
に
御
め

　
い
ま
し
も
き
み
を
か
く
こ
ひ
ん
と
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
筑
波
山
の
陰
に
も
こ
と
な
ら
さ
り
し
事

誠
に唐
の
ふ
か
き
道
ま
て
も
学
は
せ
た
ま
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
の
か
し
こ
き
ハ
筆
か
き
り
あ
る
わ
さ
な
り
と
て
　
L
ウ

難波
の
事
あ
き
ら
け
　
や
ま
と
た
ま
し
ひ
の
御
身
　
　
　
　
　
　
　
　
百
の
句
に
お
ろ
か
な
る
心
を
つ
ら
ね
て
彼
御
願

に
て

花も
み
ち
月
雪
の
折
に
は
詩
歌
聯
句
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
に
顕
わ
し
侍
ら
は
か
つ
ハ
お
ほ
そ
れ
あ
ら
ん



も
の
か
予
時
寛
永
六
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
、
参
考
ま
で
に
架
蔵
の
智
仁
親
王
筆
色
紙
と
短

　
　
　
　
　
　
　
　
法
矯邑
琢
拝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
、
及
び
前
述
の
八
条
営
の
甥
高
紘
宮
好
仁
親
王
筆
色
紙
の
以

　鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
三
点
を
綴
介
し
て
霧
き
た
い
。

う
へ
を
く
も
か
た
み
と
な
れ
る
な
ザ
」
し
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
智
仁
親
玉
簗
、
結
欝
毯
紙

花
に

は
露も
い
と
は
る
ぶ
か
な
」
オ

灘

ー
灘
　
　
　
藷
　
一
下
か
せ
ハ
竃
か
ら
プ
、

縫
懸
懸
難
灘
鑛
璽
↓
窪
シ
れ
ぬ
　
…

㏄皿　

天
地廿
一
，
七
糎
、
横
…
八
・
三
糎
で
、
金
欝
下
絵
章
花
模
　
　
　
　
う
。
謬
喜
き
に
、
寛
五
／
八
条
宮
」
と
墨
霧
さ
れ
て
寛
永
五

様
。
マ
タ
リ
で
あ
る
。
署
名
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
第
三
句
　
　
　
　
年
春
の
詠
、
む
ろ
ん
徳
元
も
在
京
時
で
あ
る
。

　
　
　
ぼ
　
　
も

め
の

「さ
無
か
ら
て
〉
に
自
筆
ら
し
い
特
徴
が
見
ら
れ
よ
　
　
　
口
智
仁
親
王
筆
、
和
歌
短
冊

⑫

元

年
譜
稿



徳

元

年
譜
稿

智
仁
親
王筆
、
和
歌
短
冊
（
架
蔵
）

　

聞
恋　
よ
そ
な
か
ら
き
か
ま
ほ
し
さ
の
人
の
上
を
／
な
と
な
を
さ
り
に
か
た
る
な
す
ら
む
　
智
仁

一

右
は
す
て

に
拙稿
「
古
短
情
礼
賛
⇔
」
　
（
『
京
古
本
や
往
来
已
第
5
1
号
所
叡
）
に
紹
介
ず
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

高
松
宮
好
仁
親
王
筆
、
結
構
色
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　，

、
　
一
＋
八
貧
※
松
藁
霜
後
露
／
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

千
年
色
雪
中
深
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭
〔



　
　
天
地廿
一
・
八
糎
、
横
一
七
・
九
糎
で
、
朱
の
地
に
金
描
下
　
　
　
　
岩
ね
に
う
つ
る
日
は
長
閑
也
　
　
　
　
　
　
意
信

　
　
絵
雲
霞山
水
と
貝
模
様
の
華
麗
な
る
色
紙
。
マ
ク
リ
。
署
名
　
　
　
　
松
陰
の
雫
は
苔
に
伝
ひ
き
て
　
　
　
　
　
徳
元

　
　
はな
い
が
、
上
句
の
「
霜
」
の
筆
致
に
、
下
句
の
「
雪
」
に
　
　
　
分
い
る
方
や
深
き
谷
の
戸
　
　
　
　
　
　
宗
之

　
　
そ

れ
ぞ

れ
特徴
が
見
ら
れ
る
。
裏
書
き
「
寛
九
／
高
松
宮
好
　
　
　
　
降
雪
に
真
柴
も
と
ら
て
帰
る
也
　
　
　
　
　
清
親

　
　
仁
親王
」
と
墨
書
さ
れ
、
寛
永
九
年
冬
の
詩
で
あ
る
。
因
ミ
　
　
　
　
寒
き
嵐
の
吹
と
ふ
く
袖
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
公

　
　に
、
高
松
宮
の
肉
筆
類
は
数
が
少
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（巻
末
句上
）

〇
八
月
十
二
日
、
春
茂
、
　
「
山
何
」
連
歌
一
巻
を
興
行
（
昌
琢
、
　
　
　
　
昌
琢
　
十
三
　
　
城
久
　
　
八
　
　
徳
元
　
　
八

　発
句
）
す
。
在
京
の
徳
元
は
一
座
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
茂
　
　
八
　
　
九
一
　
　
九
　
　
宗
之
　
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3

　口寛
永
六
年
八
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
侃
　
十
二
　
　
昌
程
　
　
九
　
　
清
親
　
　
八
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　　
山
何
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
重
　
　
十
　
　
意
信
　
　
七
　
　
犬
公
　
　
一

　
　
唐
錦
及
はし
庭
の
萩
の
花
　
　
　
　
　
　
昌
琢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
斎
藤
徳
元
集
』
5
8
頁
）

　
　簸
に
玉
を
結
ふ
夕
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
茂
　
　
　
　
　
　
　
宗
因
筆
『
昌
琢
発
句
帳
』
　
（
筆
者
、
解
題
と
翻
刻
ず
み
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　　
月
な
か
ら
軒
の
端
山
は
霧
降
て
　
　
　
　
　
昌
侃
　
　
　
　
　
　
　
「
か
ら
錦
を
よ
は
し
庭
の
萩
か
花
」
と
少
し
く
異
同
。
脇
句
の

　
　翅
は
い
つ
こ
雁
渡
る
声
　
　
　
　
　
　
　
春
重
　
　
　
　
　
　
春
茂
は
春
重
と
同
門
で
、
昌
琢
系
で
あ
る
。
寛
永
五
年
五
月
十

　
　
舟
う
か
ふ
浦
は
閑
け
き
朝
ほ
ら
け
　
　
　
　
城
久
　
　
　
　
　
　
　
八
日
の
条
を
参
照
の
こ
と
。

　　
気
色
殊
成
春
の
海
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一

　
　
氷
と
け
て
霞
も
立
や
さ
N
れ
浪
　
　
　
　
　
昌
程
　
　
　
　
　
●
十
月
十
日
、
一
族
の
春
日
局
は
紫
衣
事
件
の
解
決
の
た
め
に
上

徳
元
年
譜
稿



徳

元
年
譜
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね
え
だ
　
　
ゆ
う
ま
い

洛
し
、
中
宮
和
子
の
御
所
よ
り
参
内
し
て
三
条
西
実
条
の
猶
妹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
由
岡
内
膳
殿
よ
り
申
来
候
（
松
平
忠
利
、
在

な
る
身
分
で
後
水
尾
天
皇
に
拝
謁
、
　
「
春
日
の
局
」
号
を
賜
う
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
城
。
）

（『
徳
川
実紀
』
）
。
因
み
に
徳
元
と
の
関
係
を
図
示
す
れ
ぽ
、
　
　
　
　
と
あ
る
。
こ
の
頃
、
京
極
忠
高
は
在
江
戸
（
『
徳
川
実
紀
』
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
元
は

京
都
に
滞
在し
て
い
た
。

徳

　
　　
元
　
　
　
　
　
　
●
十
二
月
、
昌
琢
、
柳
営
連
歌
興
行
の
た
め
に
東
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　口
『
忠
利
公
御
日
記
写
』
寛
永
六
年
十
二
月
の
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九日
　
昌
琢
被
下
候
、
泊
被
申
候
（
松
平
忠
利
、
在
吉
田

と
い
う
縁
故
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
（
拙
稿
「
徳
元
伝
新
考
ー
寛
　
　
　
　
　
　
　
　
城
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

永
六年
、
東
下
前
後
の
こ
と
ー
」
）
。
そ
し
て
十
一
月
三
日
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

春日
局
は
徳
元
ゆ
か
り
の
三
河
吉
田
城
（
松
平
忠
利
）
に
一
泊
　
　
〇
十
二
月
末
、
徳
元
、
ふ
た
ふ
び
東
下
。
同
月
廿
六
目
に
下
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね
え
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
く
ろ
う

し
て
帰
東
し
た
。
同
月
六
日
、
三
条
西
実
条
、
内
大
臣
に
任
ぜ
　
　
　
す
。
そ
し
て
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
の
居
宅
に
定
住
し
た
。
そ
の

ら
れ
る
。
武
家
伝
奏
も
兼
任
（
※
こ
の
頃
以
降
か
、
徳
元
は
所
望
さ
　
　
　
折
の
東
下
り
の
記
は
の
ち
に
『
関
東
下
向
道
記
』
　
（
狂
歌
版
）

れ
て

句
短
冊
を

呈
上す
る
）
。
八
日
、
後
水
尾
天
皇
が
、
に
わ
か
に
　
　
　
を
始
め
、
『
海
道
下
り
』
（
『
徳
元
俳
詣
紗
』
所
収
、
架
蔵
）
　
『
塵
塚

皇女
一
宮
（
明
正
天
皇
）
に
譲
位
。
『
忠
利
公
御
日
記
写
』
寛
　
　
誹
譜
集
』
下
巻
所
収
、
「
東
下
り
紀
行
書
留
発
句
」
と
し
て
述

永

六
年十
一
月
の
条
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
。
ほ
か
に
『
江
戸
海
道
下
り
俳
詣
』
も
制
作
し
た
。
因
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
十
八日
　
…
…
亭
（
天
）
子
様
去
八
日
二
御
位
御
す
へ
り
　
　
　
「
徳
元
、
ふ
た
ふ
び
東
下
」
に
関
し
て
は
、
先
に
笹
野
堅
先
生

　
　
　
　　
　
御
軍
ノ
御
所
へ
御
う
つ
り
女
一
官
様
御
ゆ
つ
り
　
　
　
も
『
斎
藤
徳
元
集
』
の
な
か
で
伺
様
に
述
べ
て
お
ら
れ
（
2
6
頁
）
、



森
川

昭氏
亦
「
冬
再
び
東
下
。
　
『
塵
塚
誹
譜
集
』
に
『
寛
永
六
　
　
　
に
擬
し
て
紀
行
文
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
『
塵

暦
三
冬も
や
入
末
つ
か
た
に
都
を
立
て
あ
つ
ま
へ
』
下
っ
た
こ
　
　
　
塚
集
』
下
巻
に
所
収
、
東
下
り
記
の
構
成
な
ど
に
は
そ
の
感
が

と
を
記
し
、
道
中
の
句
文
を
掲
げ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
通
　
　
　
強
い
。
粟
田
口
、
日
の
岡
、
神
な
し
森
、
山
科
、
関
寺
の
町
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

り
、
　
『
塵
塚
誹
譜
集
』
に
よ
っ
て
『
同
年
霜
月
』
江
戸
に
於
い
　
　
　
と
進
む
。
逢
坂
の
関
で
（
※
狂
歌
短
冊
有
之
）
親
し
き
友
ら
関
送

て

千句
を
独
吟
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
同
年
と
は
　
　
　
り
の
酒
宴
を
し
て
く
れ
て
別
れ
、
一
路
江
戸
に
向
か
っ
た
。
大

東
大本
『
千
句
』
に
よ
っ
て
寛
永
五
年
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
　
　
　
津
打
出
の
浜
、
草
津
、
栗
本
郡
へ
そ
村
、
守
山
、
篠
原
を
経
て

た
の

であ
っ
た
。
本
年
の
東
下
は
『
極
月
下
の
六
日
』
江
戸
に
　
　
　
鏡
の
宿
（
※
蒲
生
郡
竜
王
町
大
字
鏡
）
で
泊
ま
る
。
翌
朝
は
天
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
ゐ
も
と

到
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
異
る
も
　
　
　
れ
て
老
曽
の
森
を
過
ぎ
、
武
佐
、
高
宮
、
鳥
井
本
、
小
野
（
斧
）

の

であ
る
。
し
て
見
る
と
、
寛
永
五
年
東
下
し
た
徳
元
は
一
旦
　
　
　
の
宿
、
摺
針
山
、
翻
鋤
、
醒
か
井
そ
し
蕊
蟻
聴
で
泊
ま
り
。
次
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

京
都
に帰
り
、
再
び
本
年
江
戸
に
下
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
」
　
　
　
い
で
『
関
東
下
向
道
記
』
で
は
寝
物
語
の
里
の
次
条
に
、
　
　
　
　
　
一

と
考
証
せ
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
筆
者
も
賛
成
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
車
か
へ
し
、
此
坂
を
里
人
と
行
つ
れ
て
上
り
け
る
に
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
そ
ナ

　さ
て
、
如
上
の
著
作
道
の
記
類
に
ょ
れ
ぽ
徳
元
は
紙
子
着
る
　
　
　
　
　
は
す
語
り
を
な
ん
し
け
る
。
昔
柏
原
院
不
破
の
関
屋
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ベ
シ
（
朱
書
）

師
走
の
頃
、
京
都
で
親
し
き
友
だ
ち
ー
想
う
に
二
村
宗
久
・
橘
　
　
　
　
　
れ
ま
く
も
面
白
か
る
ら
め
。
え
い
覧
有
へ
し
と
て
、
御
幸

屋
慶純
・
辻
（
辻
村
）
宗
順
（
内
侍
原
宗
順
力
）
・
里
村
昌
侃
　
　
　
　
　
あ
り
け
る
に
、
此
所
に
て
、
御
前
追
け
る
御
随
身
、
す
す

・

里村
玄
陳
等
々
の
連
歌
師
仲
間
か
ー
に
送
ら
れ
て
、
ま
ず
三
　
　
　
　
　
ミ
て
ま
か
り
い
そ
き
立
帰
り
奏
し
け
る
ハ
、
此
国
の
守
こ

条
大橋
を
駒
も
と
父
う
と
う
ち
渡
り
、
以
下
の
文
章
は
謡
曲
　
　
　
　
と
も
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
、
関
屋
も
ふ
き
か
へ
ま
う
け

か
含
つ
ば
た
　
　
　
と
う
ご
く
く
だ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
そ

『

杜若
』
や
『
東
国
下
』
を
下
敷
き
に
し
て
、
作
者
徳
元
自
身
　
　
　
　
　
し
て
、
あ
ふ
き
奉
る
な
り
と
申
す
。
そ
の
荒
た
ら
ん
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
〉

を

『

伊勢
物
語
』
の
主
人
公
ク
昔
男
”
な
る
右
馬
頭
在
原
業
平
　
　
　
　
ま
ほ
し
け
れ
。
今
ハ
何
せ
ん
と
て
、
一
首
の
御
製
に

徳

元

年

譜

稿



徳

元

年

譜

稿

　
　
　
　
ふき
か
へ
て
月
さ
へ
も
ら
ぬ
板
ひ
さ
し
は
や
住
あ
ら
　
　
　
連
し
て
、
仮
名
草
子
『
元
の
も
く
あ
み
』
　
（
作
者
未
詳
、
延
宝

　
　
　
　
せ
不
破
の関
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
年
九
月
刊
）
に
も
、

　
　とな
ん
詠
吟
ま
し
ー
て
・
是
よ
り
纂
麓
蔦
ひ
に
　
　
今
須
の
宿
を
通
り
す
ぎ
、
松
ふ
く
風
の
身
に
し
み
て
、
咳

　
　け
り
。
そ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
、
此
坂
を
車
か
へ
し
と
名
付
　
　
　
　
　
気
を
通
す
関
が
原
、
水
鼻
垂
井
と
い
ひ
な
が
ら
、
大
垣
．

　
　侍
ゆ
罐
ふ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
ま
た
・
お
・
し
の
里
、
清
須
・
名
古
屋
を
う
ち
す
ぎ

と
あ
る
。
　
『
塵
塚
集
』
も
同
じ
（
『
海
道
下
り
』
ハ
ナ
シ
）
。
た
父
　
　
　
　
　
て
、
…
…
（
上
巻
）

し
文
中
に
里
人
が
語
る
「
昔
柏
原
院
云
々
」
の
話
は
誤
伝
で
あ
　
　
　
と
あ
る
。
青
野
が
原
で
は
好
き
な
朝
酒
に
酔
い
、
大
垣
城
下
は

っ
て
、
実
は
『
時
し
ら
ぬ
ふ
み
』
（
「
左
大
臣
義
教
公
富
士
御
覧
　
　
　
こ
の
頃
、
長
子
の
郭
然
茂
庵
と
共
に
扶
持
を
受
け
て
い
る
連
歌

記
」
ト
モ
）
に
ょ
れ
ぽ
・
　
　
　
　
　
　
　
大
名
岡
部
内
膳
正
長
盛
の
所
領
地
。
次
い
で
、
か
つ
て
の
知
行
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

　
　
ふき
か
へ
て
月
こ
そ
も
ら
ぬ
板
ひ
さ
し
と
く
す
み
あ
ら
せ
　

所
墨
俣
宿
に
て

逗留
、
稲
葉
山
も
ほ
の
か
に
遠
望
出
来
た
。
彼
　
　
一

　
　
不
破
の

せき
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
脳
裡
に
は
、
二
十
八
年
ま
え
の
、
あ
の
血
腹
い
岐
阜
落
城
の

と
見
え
て
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
九
月
十
一
日
、
と
き
に
　
　
　
光
景
が
ふ
っ
と
去
来
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
関
東
下
向
道
記
』

将
軍
足
利
義
教
の自
詠
で
あ
っ
た
（
外
村
展
子
氏
「
『
時
し
ら
ぬ
ふ
　
　
　
に
は
、

み
』
の
こ
と
」
ー
『
書
誌
学
月
報
』
第
2
8
号
所
収
）
。
以
下
、
徳
元
の
　
　
　
　
墨
股
、
此
所
ハ
古
へ
そ
れ
か
し
知
よ
し
の
里
な
り
け
れ
ハ

行
程
は中
山
道
、
現
在
の
J
R
東
海
道
在
来
線
に
沿
っ
て
旅
を
　
　
　
　
　
（
こ
の
部
分
頭
注
、
朱
書
に
て
「
徳
元
武
士
に
て
此
所
知

続け
て
い
る
よ
う
だ
。
居
増
（
今
須
）
、
関
か
原
、
垂
井
と
進
ん
　
　
　
　
行
な
り
し
也
」
と
あ
る
）
、
と
り
く
馳
走
し
て
、
た
う

で彼
自
身
に
は
懐
旧
の
「
秦
瀞
齢
」
を
経
由
、
な
お
垂
井
宿
で
　
　
　
　
　
あ
ミ
打
せ
、
名
物
の
鯉
を
取
、
そ
の
日
は
河
遣
遙
に
な
く

詠
ん
だ

徳
元句
「
す
ふ
ば
な
や
垂
井
に
ひ
え
て
関
が
原
」
に
関
　
　
　
　
　
さ
、
ミ
、
逗
留
し
侍
り
。



　
　
　
　
ゆ

か
た
ひ
ら
き
て
川
狩
を
す
の
ま
た
に
と
り
ぬ
る
う
　
　
　
　
　
　
も
か
へ
る
浪
か
な

　
　
　
　を
ハ
こ
れ
ぞ
ミ
の
こ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
む
よ
め
り
け
る
（
「
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
、
＝
五
頁
）
。

　
　
稲
葉
山

の
ほ

の

か
に見
え
け
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ふ
ま
え
て
は
い
る
け
れ
ど
、
徳
元
の
狂
歌
に
は
い
か
に
も
落

　
　
　
　
た
ち

わ
か
れ
いな
は
ま
つ
出
せ
は
た
こ
銭
ま
て
と
し
　
　
　
塊
し
た
老
の
心
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
住
み
づ
ら
く
な
っ
た
京

　
　
　
　
こ
イ

　
　
　
　
い
は

ハま
た
か
へ
り
来
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
で
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
か
。
い
ま
失
意
の
原
因
に
な
る

右
、
墨
股
の
条
は
、
す
で
に
森
川
氏
ご
指
摘
（
斎
藤
徳
元
『
関
東
　
　
　
も
の
を
二
、
三
挙
げ
て
み
た
い
。
〇
八
条
宮
智
仁
親
王
の
亮

下向
道
記
』
）
の
如
く
、
徳
元
伝
記
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
、
そ
　
　
　
去
。
○
春
日
局
の
上
洛
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
水
尾
帝
の
突
如
の

れ
は
末喬
所
蔵
文
書
に
よ
っ
て
検
し
て
も
立
証
せ
ら
れ
よ
う
。
　
　
　
譲
位
。
○
幕
府
へ
の
仕
官
運
動
と
そ
の
見
通
し
。
因
み
に
残

鐘
の
灘
り
、
美
濃
国
か
ら
尾
張
国
へ
と
道
の
記
は
続
く
。
　
後
直
系
の
孫
藁
利
武
は
旗
本
に
仕
官
が
か
な
う
。
等
奈
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

『塵
塚
集
』
に
は
狂
歌
一
首
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
測
せ
ら
れ
よ
う
。
な
お
『
尤
草
紙
』
上
－
四
十
、
帰
る
も
の
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

　
　
いと
父
し
く
す
ぎ
行
か
た
は
み
の
お
は
り
う
ら
め
し
く
よ
　
　
　
ふ
品
々
の
条
に
も
、

　
　る
老
の
な
み
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
、
男
、
あ
づ
ま
へ
行
け
る
に
、
伊
勢
や
尾
張
の
海
づ
ら

と
詠
ん
で
い
る
。
蓋
し
右
は
『
伊
勢
物
語
』
第
七
段
の
、
　
　
　
　
　
　
に
立
浪
を
み
て
、

　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

　
　
　
む
かし
、
お
と
こ
あ
り
け
り
。
京
に
あ
り
わ
び
て
（
※
　
　
　
　
　
　
い
と
父
し
く
過
に
し
か
た
の
こ
ひ
し
き
に
う
ら
山
し

　
　住
ミ
ヅ
ラ
ク
ナ
ッ
テ
）
、
あ
づ
ま
に
い
き
け
る
に
、
伊
勢
、
　
　
　
　
　
　
く
も
帰
る
浪
か
な
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
、
九

　
　
（
を
）

　
　
お

はり
の
あ
は
ひ
の
海
づ
ら
を
行
く
に
、
浪
の
い
と
白
く
　
　
　
　
　
　
　
三
頁
ー
渡
辺
守
邦
氏
校
注
）

　
　
立
つ
を見
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
見
え
て
い
る
が
、
校
注
者
の
註
記
は
な
し
。

　
　
　
　
いと
父
し
く
過
ぎ
ゆ
く
方
の
恋
し
き
に
う
ら
山
し
く
　
　
　
熱
田
宮
に
詣
で
て
、
や
が
て
東
海
道
へ
出
た
。
鳴
海
、
　
「
道

徳
元

年

譜稿



徳

元
年

譜

稿

よ
り
馬
手
に
あ
た
り
て
、
小
高
き
古
塚
有
。
そ
の
か
ミ
織
田
の
　
　
　
安
倍
の
河
原
（
折
柄
雨
降
る
）
を
う
ち
過
ぎ
て
府
中
（
静
岡
）
に

信
長公
、
駿
河
義
基
と
夜
軍
有
し
に
、
義
基
た
ふ
か
ひ
ま
け
　
　
　
入
る
。

て
、
此
所
に
て
果
給
ひ
し
古
墳
な
り
と
聞
て
L
狂
歌
一
首
、
　
　
　
　
　
　
も
ろ
こ
し
の
里
な
り
け
れ
ば
、
誰
と
も
し
ら
で
有
柵
に
腰

　
　あ
つ
き
坂
も
ち
鑓
と
っ
て
こ
ね
つ
き
に
う
ち
死
を
せ
し
よ
　
　
　
　
　
打
か
け
て
主
を
み
れ
ば
み
し
人
也
。
其
ま
ふ
奥
に
誘
引
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　し
も
と
の
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
、
家
と
う
じ
盃
取
あ
へ
ず
童
に
小
歌
う
た
は
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
い

池
鯉鮒
、
そ
し
て
五
位
（
御
油
）
・
赤
坂
の
宿
場
で
は
自
身
の
位
　
　
　
　
　
し
き
り
に
な
ぐ
さ
め
侍
れ
ぽ

も
「
従
五
位
下
」
な
る
に
因
ん
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
え
ん
し
て
あ
づ
ま
あ
そ
び
や
す
る
が
舞
（
『
塵
塚
集
』

　
　う
へ
人
の
く
ら
ゐ
も
五
位
に
旅
ね
し
て
あ
か
装
束
て
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
下
）

　
　る
あ
か
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
志
豆
撚
峠
（
賎
機
山
）
に
於
て
一
句
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

と
詠
む
。
風
交
深
き
松
平
主
殿
頭
忠
利
が
所
領
地
の
吉
田
、
遠
　
　
　
　
　
し
つ
は
た
や
か
た
ひ
ら
雪
の
寒
さ
ら
し
（
『
関
東
下
向
道
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
す
　
が

江汐
見
坂
を
下
る
と
白
須
賀
の
浜
、
舟
渡
り
し
て
浜
松
に
着
　
　
　
　
　
記
』
）

　
　
　
　
　
こ
う
　
　
　
　
　
　

に
つ
さ
か
　
　
　

さ
よ

く
。
見
付
の
国
府
、
吹
雪
の
な
か
に
日
坂
を
の
ぼ
り
佐
夜
の
中
　
　
　
山
の
南
麓
に
は
浅
間
宮
有
之
。
神
主
は
国
学
に
も
関
心
深
き
志

山
、
嶋
田
、
駿
河
国
宇
津
の
山
、
以
下
の
展
開
は
『
伊
勢
物
　
　
　
貴
宮
内
少
輔
昌
勝
（
万
治
二
年
十
二
月
残
）
、
因
み
に
彼
の
祖

語
』
第
九
段
東
下
り
の
章
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
鞠
子
、
　
「
此
里
　
　
　
先
志
貴
駿
河
守
泰
宗
な
る
神
主
は
『
宗
長
日
記
』
に
登
場
す
る

の

山本
に
草
庵
あ
り
。
古
へ
の
連
歌
し
柴
屋
宗
長
の
住
給
ひ
し
　
　
　
（
島
津
忠
夫
氏
校
注
、
岩
波
文
庫
版
6
6
頁
）
。
徳
元
は
寛
永
十
五
年
十

旧
跡
也
。
寺
の
名
ハ
す
な
ハ
ち
柴
屋
寺
と
号
す
。
立
よ
り
侍
り
　
　
　
一
月
始
め
に
ふ
た
た
び
こ
こ
浅
間
宮
を
詣
で
、
志
貴
昌
勝
の
亭

て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
（
拙
稿
「
晩
年
の
徳
元
1
『
賦
品
何
誹
譜
』
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
ふる
雪
に
一
夜
ふ
す
何
柴
の
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
考
ー
」
）
。
な
れ
ど
も
今
回
の
、
　
「
主
を
み
れ
ば
み
し
人
」
で



「し
き
り
に
な
ぐ
さ
め
」
て
く
れ
た
人
物
は
あ
る
い
は
京
出
身
　
　
　
　
　
政
と
取
あ
ひ
給
ひ
、
す
て
に
此
所
に
御
動
座
有
て
、
城
を

か
、
名
も
わ
か
ら
な
い
。
木
枯
の
森
・
江
尻
・
興
津
に
て
「
清
見
　
　
　
　
　
八
重
は
た
へ
に
取
巻
、
諸
手
よ
り
き
ひ
し
く
し
よ
り
て
せ

寺
の
致
景
を
な
が
め
」
て
、
由
井
・
蒲
原
の
磯
も
過
ぎ
、
富
士
　
　
　
　
め
け
り
。
此
ひ
し
り
山
を
付
城
に
こ
し
ら
へ
、
大
勢
の
軍

川
を渡
っ
て
吉
原
の
宿
に
泊
ま
る
。
『
関
東
下
向
道
記
』
に
は
、
　
　
　
　
兵
に
大
石
を
よ
せ
さ
せ
、
山
の
上
に
高
石
垣
を
つ
き
、
そ

　
　
此
ほと
ハ
雲
の
立
ま
ひ
か
く
れ
ぬ
る
富
士
の
、
け
ふ
ハ
心
　
　
　
　
　
の
上
よ
り
目
の
下
に
見
く
た
し
、
戦
攻
し
た
ま
ヘ
ハ
、
城

　
　よ
く
天
は
れ
け
れ
ハ
、
つ
く
く
と
見
を
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
中
こ
ら
へ
す
、
氏
政
腹
を
切
、
息
氏
直
ハ
高
野
山
へ
つ
か

　
　
　
　
け

ふり
に
も
す
ふ
け
す
し
ろ
し
富
士
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ
れ
て
、
落
城
せ
し
め
畢
。
何
者
か
し
た
り
け
ん
落
書

と
あ
る
。
富
士
山
は
寛
永
四
年
来
、
噴
火
し
て
い
た
ら
し
い
　
　
　
　
　
に

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
初
期
俳
譜
集
』
＝
一
四
頁
ー
森
川
昭
氏
校
　
　
　
　
　
　
ひ
し
り
山
老
た
る
父
を
う
た
せ
つ
ふ
身
を
う
ち
直
ハ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9

注
）
。
宗
因
筆
『
昌
琢
発
句
帳
』
（
拙
稿
参
照
）
秋
の
部
雑
秋
の
　
　
　
　
　
　
　
高
野
へ
そ
ゆ
く
（
『
関
東
下
向
道
記
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

条
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
条
は
天
正
十
八
年
六
月
末
、
徳
元
と
き
に
舟
二
歳
の
夏
、

　
　
　
　
於
駿府
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
臣
秀
吉
が
石
垣
山
よ
り
小
田
原
城
攻
略
の
模
様
を
回
顧
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　見
る
度
に
身
に
し
む
富
士
の
煙
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
り
だ
が
、
そ
の
戦
記
は
リ
ア
ル
で
実
見
的
で
あ
る
。
と
こ

と
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
実
は
こ
の
と
き
父
親
の
斎
藤
正
印

　
伊
豆
の

三嶋
、
明
く
れ
ぽ
山
中
四
里
を
経
て
箱
根
の
峠
に
の
　
　
　
軒
元
忠
が
「
息
斎
藤
忠
蔵
」
　
（
※
徳
元
ノ
初
名
ヵ
）
を
し
て
小
田

ぽ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
在
陣
の
秀
吉
宛
に
陣
中
見
舞
の
品
々
を
贈
っ
て
い
た
よ
う
で

　
　
坂を
下
れ
ハ
、
馬
手
に
あ
た
り
て
小
山
有
。
是
を
ひ
し
り
　
　
　
あ
る
。
反
町
茂
雄
氏
編
『
弘
文
荘
敬
愛
書
図
録
』
1
（
昭
5
7
・

　
　
山
と
云
。
一
と
せ
大
閤
御
所
秀
吉
公
、
小
田
原
の
北
条
氏
　
　
　
3
刊
）
に
収
録
さ
れ
る
、
斎
藤
正
印
宛
天
正
十
八
年
五
月
廿
八

徳

元

年

譜

稿



徳

元

年
譜
稿

服助　
　
一

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

ヘ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

年
　
　
　
　
1

8
　
　
　
　
…

在伏抗
印朱吉秀臣

豊鬼
印

藤斎



　
から
秀
吉
に
仕
え
て
、
後
に
任
官
し
て
山
城
守
、
給
一
万
　
　
　
　
　
と
き

　石
。
天
正
十
八
年
の
小
田
原
攻
に
従
軍
し
て
居
る
。
こ
の
書
　
　
　
と
狂
歌
を
詠
む
。
か
く
し
て
、
　
「
行
く
て
武
蔵
の
国
に
到
り

　状
は
恐
ら
く
そ
の
時
の
も
の
、
本
文
も
長
俊
の
自
筆
ら
し
　
　
　
ぬ
。
そ
の
名
も
涼
し
き
か
た
ひ
ら
の
里
に
来
て
、
所
の
人
に
里

　く
、
堂
々
た
る
書
き
振
り
。
当
五
月
に
は
秀
吉
は
小
田
原
に
　
　
　
の
名
の
い
は
れ
を
尋
ね
侍
れ
ハ
、
海
辺
に
て
ハ
有
な
か
ら
浦
の

　
在陣
し
て
居
る
。
　
「
天
鼠
」
と
は
何
か
不
明
、
普
通
に
は
天
　
　
　
な
き
所
な
れ
ハ
と
て
、
帷
子
と
ハ
名
付
侍
る
也
と
い
ふ
。
」
と
。

　
鼠
は
編幅
の
異
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
一
条
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
も
異
同
の
形
で
引
用
さ
れ

　
　
保
存良
。
古
い
桐
箱
入
。
蓋
裏
に
「
此
書
翰
伝
云
、
秀
吉
　
　
　
る
。
そ
れ
か
ら
、
こ
こ
帷
子
里
で
詠
ん
だ
新
出
和
歌
短
冊
一
枚

　
公

所
賜
我

　
正印
君
、
依
装
以
珍
蔵
之
　
明
治
三
十
四
年
　
　
　
　
が
有
之
。
思
文
閣
刊
『
名
家
古
筆
手
鑑
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。

　斎
藤
利
明
」
と
の
識
語
が
あ
る
。
永
ら
く
後
喬
の
人
の
家
に
　
　
　
島
本
昌
一
氏
の
ご
教
示
（
昭
4
8
夏
）
に
よ
っ
た
（
写
真
参
照
）
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
1

　伝
蔵さ
れ
、
そ
こ
で
表
具
し
た
も
の
（
一
八
二
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
上
無
河
、
川
崎
、
品
川
を
経
て
、
徳
元
は
十
二
月
廿
六
日
に
江
　
　
　
ゴ

た
だ
し
、
右
の
解
説
中
に
「
斎
藤
正
印
と
い
う
人
物
、
恐
ら
く
　
　
　
戸
に
到
着
し
た
。
そ
れ
は
推
測
す
る
に
十
五
日
間
ぐ
ら
い
の
旅

伊豆
・
相
模
辺
の
土
豪
で
あ
ろ
う
。
」
と
推
考
せ
ら
れ
た
の
は
誤
　
　
　
程
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
『
関
東
下
向
道
記
』
の
巻
末
に
は
狂
歌
一

り
。
ほ
か
は
す
べ
て
新
事
実
で
、
な
お
正
印
軒
の
後
商
「
斎
藤
　
　
　
首
、

利明
」
な
る
人
物
が
明
治
三
十
四
年
時
に
生
存
し
て
い
た
事
実
　
　
　
　
　
の
ほ
り
下
り
両
道
か
く
る
武
蔵
あ
ふ
ミ
さ
す
か
駄
賃
ハ
乗

が
知ら
れ
る
こ
と
も
共
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
ろ
う
。
（
磯
鎚
醒
　
　
　
　
　
も
う
る
さ
し

　
坂
を下
っ
て
相
模
国
に
入
っ
た
。
梅
沢
の
里
、
大
磯
で
虎
御
　
　
　
と
詠
ん
で
い
る
が
、
の
ち
に
改
作
し
た
。

石を
見
（
※
狂
歌
短
冊
を
架
蔵
）
、
藤
沢
の
遊
行
寺
に
詣
で
て
、
　
　
　
　
　
京
と
江
戸
と
両
み
ち
か
く
る
む
さ
し
鐙
さ
す
が
だ
ち
ん
は

　
　
上
人
の

数珠
の
花
房
い
と
な
か
く
さ
く
藤
沢
の
寺
そ
た
ふ
　
　
　
　
　
乗
も
う
る
さ
し
（
『
塵
塚
集
』
下
、
『
海
道
下
り
』
、
『
古
今
夷

徳

元

年

譜

稿



徳
元
年
譜
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
「
帷
子
里
」
和
歌
短
冊
（
『
名
家
古
筆
手
鑑
集
』
よ
り
）

　
灘
鍵
灘
懸
鑑
灘
馨
、
灘
鹸
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
［

　
　帷
子
里
　
雪
ハ
今
朝
ミ
ち
の
ち
ま
た
に
降
そ
め
て
／
地
し
ろ
に
ミ
ゆ
る
か
た
ひ
ら
の
里
　
徳
元
　
　
一
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ば
く
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

曲
讐
最
録
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
＋
姦
。
日
本
橋
を
渡
・
て
馬
喰
巴
〒
目
所
持
の
家
に
定
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住し
た
よ
う
で
あ
る
（
『
綾
錦
』
）
。
そ
の
こ
と
は
曽
孫
の
斎
藤

　寛
永
六
年
十
月
十
二
日
の
昼
、
主
君
京
極
忠
高
は
江
戸
城
西
　
　
　
徳
潤
も
述
べ
て
い
る
し
、
有
賀
禄
郎
編
『
日
本
橋
横
山
町
馬
喰

ノ
丸
に
於
て
大
御
所
秀
忠
の
茶
会
に
召
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
　
　
　
町
史
』
　
（
昭
2
7
・
4
、
横
山
町
馬
喰
町
問
屋
連
盟
刊
）
に
も
記

と
は
徳
元
が
忠
高
に
雇
従
し
て
東
下
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
　
　
　
さ
れ
る
（
一
五
〇
頁
）
。
同
じ
頃
に
、
師
の
里
村
昌
琢
も
柳
営
連

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
一
月
初
め
、
一
族
で
親
交
も
あ
る
春
　
　
　
歌
興
行
の
た
め
に
東
下
。
昌
琢
と
は
翌
七
年
春
、
江
戸
に
於
て

目
局
が
帰
東
。
京
都
で
は
後
水
尾
帝
が
に
わ
か
に
女
一
宮
に
譲
　
　
　
た
び
た
び
連
歌
会
で
同
座
し
た
。

位さ
れ
る
な
ど
緊
迫
し
た
朝
幕
関
係
の
う
ち
に
、
徳
元
は
か
く
　
　
　
　
い
っ
た
い
寛
永
期
に
お
け
る
、
江
戸
馬
喰
町
の
景
観
は
ど
ん

し
て
十
二
月
廿
六
日
に
ふ
た
た
び
江
戸
に
下
着
し
た
。
と
き
に
　
　
　
な
さ
ま
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
私
は
平
成
元
年
五
月
九
日
、
河
原
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澄
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叢
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．
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徳

元

年

譜
稿

る
る
ほ
ぼ
正
方
形
の
地
で
あ
り
、
昔
は
代
々
名
主
高
木
源
兵
衛

及
び岡
本
谷
左
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
そ
の
屋
敷
は
今
の
株

式
会
社
花
王
及
び

木
村
栄
三
郎
商店
の
あ
る
所
か
ら
裏
方
三
番

地
にま
で
拡
が
っ
て
い
た
。
現
在
の
三
番
地
地
域
は
馬
場
地
で

あ
っ
た
が
、
元
禄
六
年
及
び
享
保
二
十
年
の
二
回
に
於
て
、
馬

場
は

取
払
わ
れ
て

町家
と
な
っ
た
。
」
　
（
四
二
頁
）
と
あ
る
。
四

丁目
は
旅
宿
町
殊
に
訴
訟
に
関
係
す
る
公
事
宿
で
（
四
一
頁
）
、

従
っ
て
博
労
た
ち
も
亦
集
ま
っ
て
来
、
馬
喰
町
と
な
っ
て
い
っ

たら
し
い
。
季
貞
作
『
江
戸
町
名
誹
譜
』
　
（
正
保
三
年
、
徳
元

判
）
に
、

　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

（名
オ
ー
4
）
秋
に
し
熊
を
と
る
皮
や
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

（名
ウ
ー
）
露
ふ
か
き
あ
を
り
を
か
け
ぬ
馬
喰
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
を
り

と
詠
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
前
句
か
ら
熊
皮
の
障
泥
。
馬
商
人

た
ち

が
た
む
ろ

する
光
景
と
見
た
い
。
当
時
の
馬
喰
町
の
様
子

がう
か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
『
京
古
本
や
往
来
』
5
2
．
5
3
号
所
収
、

拙
稿
「
古
短
冊
礼
賛
」
⇔
⇔
よ
り
再
録
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（平
成三
．
九
・
十
八
稿
）

〔追記
〕

　
最
近
、
次
の
如
き
二
資
料
の
存
在
を
知
り
得
た
。
い
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　

新出
資
料
で
、
一
は
雲
英
末
雄
氏
か
ら
の
ご
教
示
。
寛
永
六
年

　
　
　
　
　
く

閏
二
月
九
日
付
、
生
嶋
玄
蕃
宛
徳
元
第
四
書
簡
で
あ
る
。
江
戸

よ
り
帰
京
早
々
の
徳
元
が
生
嶋
玄
蕃
を
介
し
て
八
条
宮
に
御
目

見え
を
願
い
出
で
た
る
も
の
。
生
嶋
玄
蕃
秀
成
は
八
条
宮
の

家
司
。
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
「
近
世
古
文
書
集
』
に

収録
。

　
　

　
一
一
は
、
大
分
県
臼
杵
市
立
図
書
館
所
蔵
の
古
写
本
に
よ
っ
て

　
く斎

藤
正印
軒
の
後
畜
斎
藤
利
明
（
精
一
郎
）
氏
が
も
と
稲
葉
藩

臣
で
、
北
海
部
郡
々
長
の
職
に
在
っ
た
こ
と
。
更
に
福
岡
県
久

留
米
市
民図
書
館
所
蔵
、
有
馬
藩
『
御
家
中
略
系
譜
』
に
は
、

斎

藤
道
三－
女
子汁

正
印
誌
ー
ー

に
至る
系
譜
が
収
録
。
こ
れ
ら
は
別
稿
で
詳
述
す
る
。
　
（
平
成

四
・
四
・
廿
九
記
）

一
6
6

ユ

「


